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山川紘一郎 「分子の核スピン異性化とクラスター化に関するテラヘルツ・赤外分光研究」 
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Press Release 
(1) 原子一個の厚みのカーボン膜で水素と重水素を分ける ―幅広い分野でのキーマテリアル「重

水素」を安価に精製する新技術を実証― 2022 年 8 月 31 日（JAEA、東大、北大、阪大) 



(2) 素粒子ミュオンで捉えた！超伝導に埋もれた微弱な磁気の発見 ―超伝導発現機構の解明に

向けて前進― 2022 年 11 月 25 日（JAEA、茨大、京大、東工大、J-PARC) 
(3) スピンの揺らぎの直接観測に世界で初めて成功 －ナノメートルサイズの磁性を解明し、超小型

磁気素子の機能向上へ－ 2022 年 12 月 7 日（JAEA、CROSS、J-PARC) 
(4) 炭素膜グラフェンと金はどのように電子の手をつなぐか？ ―金原子の配置でグラフェンとの化

学結合を操作して省エネ集積回路の実現へ― 2023 年 1 月 30 日（JAEA、名大、阪大) 
 


